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自分の手で〈あそび〉ながら〈まなぶ〉

　プレイホールで、春と夏と秋に実施されて
いた『ハンズオン広場』が、今年から常設の
コーナーに生まれ変わりました。子どもたち
に遊びをとおしていろいろな体験をしてほし

　子どもたちはふだんの何気ない〈あそび〉をとおして、いろいろな
ことを経験し、たくさんのことに気づきます。例えば土に水をまぜる

　〈あそび〉とは、「楽しかった！」「おもしろかった！」など、心がう
きうきして、快い気持ちになる活動だと言われています。自分から「お
や、何だろう？」とか「おもしろそうだな」と興味をいだいて、「よし、
やってみよう」と取り組み、ここちよい活動なので、できるだけ長く
続いてほしい、何回もくり返したい、もっと楽しくおもしろくしたい
という気持ちが生まれます。
　〈あそび〉のなかで、「うまくできない」「くやしい」という気持ちが生
まれたとしても、もっと楽しくしたい、おもしろくしたいという気持ち

〈あそび〉は “ 楽しい ” “ おもしろい ” もの

〈あそび〉をとおして感じ取る〈まなび〉

　8月10〜23日に、「ハンズオン広場」のスペシャ
ル版を開催します。
■パズルランド■
立体パズルや絵あわせパズルなどの〈パズル遊び〉。む
ずしいものほど、できたときの喜びは大きくなります。
■くらやみディスカバリー■
真っ暗な部屋で、かげ絵遊びやうつし絵遊びなど。暗
やみでなければできない遊びが登場します。

　ボルト、ナット、ワッシャー、穴
のあいた板——本物の金属部品など
をブロックのように組み合わせて遊
びます。ずっしりと重いボルトを板
の穴にとおして、ナットでしめつけ
ます。つぎつぎとつないでいくと
……いろいろな形が浮かび上がりま
す。ロボットや自動車、飛行機など
見事な作品が生まれます。

　ボールを転がすコースを作りま
す。使うのは、くつべらやパイプ、
定規など身近にあるもの。ブロック
の台の上に並べて、ゆっくり転がる
ようにしたり、ジャンプしたり、転
がる方向をかえたりできるようにレ
イアウトを工夫します。作っている
うちに、いろいろなアイデアが浮か
びます。

　お店屋さんとお客さんに分かれて
〈買い物ごっこ〉。お店屋さんは、“市
場コーナー ”で品物を仕入れて、お
店を開店。「いくらですか？」「○◯
円です」「……こっちは？」「これが、
おすすめですよ！」。初めて会った
子どもたちが、お店をはさんでふれ
あいます。子どもが作る “ふれあい
マーケット ”です。

　ヒントをてがかりに失われたアイ
テムを探しだしたり、犯人を見た人
の “ 証言（言葉）” から犯人の絵カー
ドを当てたり、“ 言葉 ” で説明され
た場所を地図のなかから見つけだし
たり——探偵になって事件を解決す
る〈探偵ごっこ〉。“ 言葉 ” から、具
体的なイメージを作りあげるのは難
しい！？

ごっこ遊びで仲間とふれ合う『おしろマーケット』

事件解決の決めては！？『こども探
た ん

偵
て い

団
だ ん

』

金属部品を組み合わせて『ボルトであそぼう』

コースを工夫して『コロリン大作戦』

夏休みハンズオン広場
～あそんで×まなんで＝大発見！！～

と粘土のように
かたまってだん
ごが作りやすく
なること、力い
っぱいボールを
投げると遠くま
で飛ぶこと、み
んなで仲よく遊
ぶためにはルー
ルが必要なこと
など、さまざま

があるので、自分からうまくいくように工夫したり、考えたり、練習し
てできるようにしたりする力が生まれます。
　〈あそび〉は、子どもたちが積極的に物事に取り組む力をはぐくみま
す。たとえうまくいかなくとも、それを乗り越える力をはぐくみます。

い、そしてさまざまなことや “ もの ” に、興
味・関心をもってほしいという願いこめて開
かれます。『ハンズオン広場』では、およそ 2
か月交代で「コロリン大作戦」「ボルトであそ
ぼう」「おしろマーケット」「パズルランド」な
ど、いろいろなプログラムを取り上げます。

プレイホールの「ハンズオン広場」

を身につけていきます。
　自分の体や手を動かして
遊ぶ〈体験〉をとおして、
たくさんのことに〈気づき〉
ます。そして〈体験〉や〈気
づき〉が積み重なって、さ
まざまなことを〈まなび〉
ます。〈あそび〉は、子ど
もたちの成長にとって大き
なかて
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と言えます。
　『ハンズオン広場』は、自分の手を使ったり、体を動かしたり、人と
ふれあったりする〈あそび〉をとおして、子どもたちみずからが、いろ
いろなことを感じとって、学んでいってほしいと願って行っているプ
ログラムです。

なことを自然に学んでいきます。
　〈あそび〉のなかでいろいろなことを経験していくときに、子どもた
ちは時には失敗することもあります。もちろん成功の喜びをあじわう
こともあります。楽しく、元気に遊んでいくうちに、たくさんのこと
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　平成 23年度第 1回こどもの城
児童厚生員等実技指導講習会が、
6月8・9日の2日間にわたって〔こ
どもの城〕で開かれました。全国
の児童館などで指導にあたってい
る児童厚生員など49人が参加。
　講習会のテーマは、「遊びの専門
技術～オバケやしきを 10倍楽し
くする方法～」。夏に向けて児童
館のお化け屋敷作りに役立つノウ
ハウについて、お化け屋敷の体
験！？も交えて講習が行われまし

プレイホール（3 階）

Ｂスタジオ（4 階）

ボランティアプログラム

◆おもしろビデオ館（金曜日　14時45分～）

◆つくってあそぼう！！！トコトコどうぶつ大集ＧＯ！
紙コップで“トコトコ ”動く人形を作ります。
7月10日　14時～ 16時30分／地下1階　フリーホール

スクリーンに映し出された “映像 ”とふれあいな
がら遊びます。乳幼児親子対象。
7月1・15日　13時45分～ 14時15分

※7月 1日は “七夕スペシャル ”

◆なかよし映像広場

2～4歳くらいの幼児向け作品を選んで上映。“お
はなし絵本”作りのコーナーも。
《楽しいミュージカル》
7月　1日　ロンドンのマドレーヌ
7月　8日　マイク・マリガンとスチーム・ショベル
7月15日　ワニのライルがやってきた

7月10日
こどもの城映画劇場　カナダのアニメーション

13時35分、14時35分、15時35分
世界的に高い評価を得ているカナダのアニメーシ
ョンを上映。
『バラブロック』（Bretislav  Pojar 監督）／『セレナル』（Norman 
McLaren 監督）／『ジューク・バー』（Martin Barry 監督）

女性ボランティアによる人形劇、影絵、紙芝居の
上演。手遊び、歌遊びも。
7月　6日　人形劇『たのしいおんがくかい』
7月13日　影絵『おむすびころりん』

●PLAYZONE  ’11   SONG & DANCIN'
▽7月 8日～ 8月 7日▽ 10,500 円

（問）0180‒993‒700
●劇団EXILE W-IMPACT「レッドクリフ ‒戦 ‒」
▽8月 13～ 24日▽ 12,000 円

（問）0570‒064‒807

青　山　劇　場

青山円形劇場

■青山劇場　℡ 03-3797-5678　http://www.aoyama.org/

女性ボランティアと折り紙遊び。
7月　7日　おりひめ・ひこぼし
7月14日　パンダ

◆おりがみあそび広場（木曜日　14 時 30 分～ 15 時 30 分）

◆みんなのにこにこ広場（水曜日　15 時～）

絵本のお話し会です。
7月10日　14時～ 14時30分／5階　保育室2

◆絵本の読み語り

◆パネルであそぼう
パネルシアターでおはなし遊び。公演も。
7月17日　13時～ 14時30分／3階　プレイホール

◆マックロー人形劇場
マックローと仲間たちのオリジナル人形劇。
7月17日　11時30分～ 12時／3階　プレイホール

ボランティアとこま、みつうまなどの“昔遊び ”。
7月9日　14時／5階　ふしぎが丘

◆土曜昔あそびの会

ボランティアといっしょにみんなで遊びます。
7月10日　14時～ 16時／5階　ネット広場

◆日曜クラブ

おすすめ絵本をやさしく読み語り。
7月1・8日　14時／4階　Ａスタジオ

◆絵本であそぼっ

音楽ロビー（4 階）
音楽の楽しさがいっぱいの音楽ロビー。曜日ごと
にさまざまなプログラムを行っています。
【毎　日】

【火曜日】

【水曜日】
【木曜日】

【金曜日】
【土曜日】

【日曜日・
　　祝日】

うたってハッピー（1～3回／日）
※2日（11時 30分・13時）／3日（11時 30分・13時・
15時）は七夕スペシャル

ストリートオルガンをやってみよう（1～ 2回／日）
みんなでライブ！（15時）
ほんわかおんがくタイム（16時 15分）
すいようパチパチパーク（14時 30分）
木曜なかよし広場（13時 45分）
みんなの楽器屋さん（15時）
うきうきタイム（16時）
みかんちゃんズのオパオパサンバ！（14時 15分）
音楽あそびマーケット（13時 30分）
宅配！ミュージックボックス（14時）
土曜日の不思議な映像実験室（15時 30分）
みんなであそぼう音楽広場（13時 30分／ 3日はお休み）
めずらし楽器にチャレンジ（14時／ 3日は 14時 15分）
Oshiro Band ミニライブ

（14時 45分、16時／3日は13時 55分、16時）

大型の木製アスレチック「わくわくらんど」、ま
まごとなどが楽しめる「幼児コーナー」、「パソコ
ンルーム」、小１～高３対象のゲームコーナー「小・
中学生コーナー」があります。

毎週交代で、いろいろなおもちゃが並びます。小
さい子から親子まで楽しめます。8、15日。

◆金曜開店！あそびやさん（金曜日　開館時間中）

体育室・プール（地下 2 階）

7月2日　フライングディスク（14時）
7月3日　フライングディスク（14時）／サッカー（16時）
7月9日　ドッジボール（14時）
7月10日　ドッジボール（14時）／ユニホック（16時）

◆体育室の一般利用

7月2・9日　バレーボール（小4～）

垂直跳び・握力など8項目を測定。全国平均と比
較できます。利用料100円。
土曜日　14時、15時
日曜日・祝日　11時、13時、14時、15時、16時

◆体力測定

25mの室内プール。利用料：幼児100円、小学生
～17歳200円、大人300円。
日曜日・祝日　10時30分～16時50分

◆プール

7月2・9日　ガムラン（小3～）
◆ポコ・ア・ポコ土曜音楽倶楽部（土曜日　14時30分～15時20分）

造形スタジオ（3階）

～ 7月15日　道と造形～もこもこみち
◆親子コーナー

自由に絵を描ける大きな白い壁「プレイングボー
ド」などで、親子で造形活動を楽しみます。

7月1～ 3・9・10日　道と造形～竹カクカクロード
（13時 30分～ 16時／小3～）

◆クリエイティブコーナー（土・日曜日）

子育て応援プログラム

3か月～1歳6か月の乳幼児と保護者、これから
母親になる人のための子育て広場。専門スタッフ
（小児科医師、保健師、管理栄養士、臨床心理士
など）も話の輪に加わって、情報を交換。
7月5日／4階　音楽ロビー

3か月～2歳 11か月の乳幼児と保護者が安心し
て過ごせる広場です。子ども同士のふれあい、お
母さんの情報交換、親子遊びの紹介など。
7月12日／4階　音楽ロビーほか

◆ぽかぽか広場（火曜日：月 1～ 2回／ 11 時～ 14 時）

7月の〔こどもの城〕の活動から
□開館時間□
　火～金曜日　12時30分～17時30分
　土・日曜日・祝日と夏休み特別期間
　　　　　　　　　　　10時～17時30分
□7月の休館日□　4・11日
　電話：03-3797-5666
　http://www.kodomono-shiro.jp
※7月1日「川崎市制記念日」は10時に開館。
　7月16日から夏休み特別期間になります。

◆赤ちゃんサロン（火曜日：月 1～ 2回／ 11 時～ 14 時）
◆ビッグサタデー（土曜日／10時30分～11時45分）

●青山円形劇場プロデュース
　「CLOUD‒クラウド ‒」
▽6月 23日～ 7月 3日▽ 4,800 円

（問）03‒3797‒5678 

人形劇団による、“生の人形劇 ”。
7月17日　にんぎょうげきコロン団「あおむしくんのうた」ほか
7月18日　わけちゃん「わけちゃんのおたのしみ劇場」

◆おはなし人形広場（日曜日／祝日：月 1・２回／ 15時）

◆こどもの城アドベンチャー
伝説の海賊をめざそう！！～アズール海の大冒険～
館内を回る、ウオークラリー形式のゲーム。
7月9日　14時～ 16時30分／4階　カラー階段

“ 恐怖 ”を感じる脳の仕組みや演出法を学ぶ
49 人が参加して〔こどもの城〕児童厚生員等実技指導講習会開く

●僕の時間の深呼吸
　21世紀の彼方の時間にいる君へ
▽7月 13～ 18日▽ 5,500 円

（問）03‒3352‒1616 
●月猫えほん音楽会2011
▽7月 21～ 24日▽応募制招待公演

（問）03‒3797‒5678
●劇団鹿殺し　夏の女優祭り「岸家の夏」
▽7月 28日～ 8月 7日▽ 4,500 円（学生
＝3,200円）　　　 　（問）03‒6804‒0064
●太鼓見聞録外伝　東京打撃団、技あり！
▽8月 25日▽ 3,000 円（当日＝3,500円）

（問）03‒3797‒5678
●Classical ROLLY FINAL!!!̶最終楽章̶
▽8月 30日～ 9月 1日▽ 7,000 円

（問）03‒3797‒5678

●青山太鼓見聞録　伝統の種子、その展開
▽8月 26日▽ 3,500 円（当日＝4,000円）

（問）03‒3797‒5678
●第10回　東京国際和太鼓コンテスト
▽8月 27・28日　　（問）03‒6910‒2345
●劇団☆新感線2011年夏興行
　いのうえ歌舞伎「髑髏城の七人」
▽9月 5日～ 10月 10日▽

（問）0570‒00‒3337 

た。
　「オバケの気持ちを考える～日
本の物の怪～」の講師は、映画 “学
校の怪談 ”の原作者、国立歴史民
俗博物館の常光徹教授。
　口裂け女のうわさはなぜ小学生
に広がったのか、江戸時代から明
治時代にかけて未来を予言する妖
怪 “ 件（くだん）” や人魚のよう
な “神社姫 ”がなぜ広まったのか、
時代背景に照らし合わせた妖怪談
義や、幽霊と妖怪の違いなどを民

俗学的見地から、スライド
も交えて講義しました。
　「オバケやしきを科学す
る～恐怖を感じるメカニズ
ム～」の講師は、日本科学
未来館の科学コミュニケー
ター、坂巻たみさん。科学
的な側面から、人が怖いと
感じることについて展示企
画した経験をもとに講義。

　恐怖や快楽のような本能的な感
情「情動」をつかさどる大脳辺縁
系は、多くの動物に備わっている、
動物が生き延びるための重要な脳
の機能。恐怖を感じる仕組みの説
明を聞いたうえで、お化け屋敷の
企画を考えてみました。
　「じょうずなオバケの演出法～
みんなをおどかすしかけのテクニ
ック～」の講師は、劇団プークで

岡本和彦さんと川尻麻美夏
さん。
　お化け屋敷は、“感受性 ”
と “ 創造力 ” の二つが育っ
てこそ楽しい高度な遊びで
あること、怖い気持ちを乗
り越えた達成感が子どもの
成長にとって意味のあるこ
と、さらに物語性を持たせ
るとよりおもしくなること

け屋敷の “ 怖さの実際 ” を体験し
ました。
　参加者は、３～４人のグループ
に分かれて、コースを歩き、通路

の距離感や、さまざまな仕
掛けを子どもになったつも
りで体験。“ 怖さ ” を実感
しました。
　最後は、部屋を明るくし
て、改めてお化け屋敷のコ
ースを歩き、いろいろな仕
掛けがどのように作られ、
配置されているかを確かめ
ていました。

“ お化け屋敷 ”を 10倍楽しくするために

　TAIKO JAPAN 2011「第 10 回
東京国際和太鼓コンテスト（本
選）」が、８月 27・28 日に青山
劇場で開催されます。27日が組太
鼓部門青少年の部（13 時開始）、
28 日が大太鼓部門（11 時 30 分
開始）と組太鼓部門一般の部（15
時開始）。観覧料は、大人2,500円、
子ども（中学生以下。3歳以下の
同伴はご遠慮ください）1,000 円。
全席指定。第 10 回を記念して、
本選課題曲が新しくなります。
　本選出場者は、ビデオによる一
次審査の結果、下記のとおり決ま
りました。敬称略・出演順。
【組太鼓青少年の部】大和太鼓保
存会　鼓天童子（佐賀県）／川越ふじ
太鼓（埼玉県）／香島津太鼓　息吹（石
川県）／愛泉童子太鼓（栃木県）／四万
十川とどろき結太鼓（高知県）／創
作太鼓衆美らさ（沖縄県）／和太鼓
キッズゆりかご（栃木県）／田島太鼓
クラブ　龍巳会（福島県）／転輪太鼓
風雲児　風組（愛知県）／和太鼓大元
組ジュニア（東京都）
【組太鼓一般の部】和太鼓　大元鼓
龍組（東京都）／金光藤陰高等学校
和太鼓部 “ 鼓響 ”（大阪府）／岐阜県
立飛騨高山高等学校　太鼓部（岐阜
県）／ TAIKO NO WA（オーストラリア）
／転輪太鼓　銀輪組（愛知県）／松平
わ太鼓（愛知県）／鼓摩の会和太鼓

　平成 23 年度第 2回こどもの城
児童厚生員等実技指導講習会「つ
くって演じる人形劇 2011 ～簡単
な人形作りから劇の演じ方まで～」
が 8月 21 日（10 時～ 17 時）に
開かれます。
　児童館・保育所・幼稚園などで
子どもにかかわる指導者および一

　〔こどもの城〕の指導者向け研修
会「保育室で使える　あそびのメニ
ュー～楽しくあそべる造形アイデ
ア～」が8月27日（10時～17時）
に開かれます。“ すぐに保育室で
使える実技的な研修 ” で、今回は

　梅雨が明けると、海辺やプール
で水遊びを楽しみたくなる暑い夏
がやってきます。楽しい夏休みを
過ごすためのスペシャルプログラ
ム「It's ！　ライフセービング」を
7月 18 日に地下２階のプールで
開催します。

　〔こどもの城〕の指導者向け研
修会「最新の医療から～食物アレ
ルギーへの対応～」が 7月 30 日
（13 時～ 16 時）に開かれます。
食物アレルギーについてはさまざ
まな情報があふれ、過度に心配す
る人もいるなど、現場でも対応に
苦慮しているという声をよく聞き
ます。この研修会では、食物アレ

輪樂（山梨県）／和 ZOKU（和歌山県）
／土佐日高環頭太鼓（高知県）／福
井農林高校　郷土芸能部（福井県・本
選出場辞退）

【大太鼓の部】伊勢竜二（福井県）／
西野貴士（京都府）／荒川正輝（千葉県）
／内海いっこう（兵庫県）／井寄忠
明（和歌山県）／石田充志（千葉県）／
小塩賢（アメリカ）／橋本美和（神奈川
県）／簗瀬和重（愛知県）／王慶齢（台
湾）

般（高校生以上）が対象。定員は
30 人。受講料 6,500 円（材料費
込み）。7月 13 日 11 時から、電
話で先着順に受け付けます。
　講師は、NHK教育テレビの「ゆ
うがたクインテット」などの人形
制作、出演をしている「人形劇・
木ぐつの木」の鹿島佳子さん。

　最初に、ウレタンなどの身近な
素材で人形作り。子どもたちの前
で人形劇を演じるための人形を、
自分の手で作ります。その後、人
形劇の実習。人形の扱い方、使い
方、そして人形劇として演じると
きのコツを学びます。
　人形を作って、演じるまでの講
習をとおして、表現することの楽
しさを体験します。
　お申し込み・お問い合わせは、
事業企画部（03-3797-5675）へ。

録外伝　東京打撃団、技あり」（25
日／青山円形劇場）のほかに、「工
作教室」を 27・28 日に〔こども
の城〕ピロティで開催します。
　「工作教室」は子ども（親子）を
対象としたもので、「楽しいカス
タネット作り」と「ミニ太鼓作り」
の２コース。楽器を作るだけでは
なく、専門家の指導で、みんなで
演奏も楽しみます。
■楽しいカスタネット作り■６cm
角のタモ材パーツを組み合わせて
作ります。27・28日の 13時～13
時 30 分。各日とも定員 30 人。
受講料 500 円（材料費込み）。
■ミニ太鼓作り■天然木胴、本牛
皮のミニ太鼓（直径 14cm×高さ
19cm）。親子の共同作業で作りま
す。27・28 日の 14時～ 15時 30
分。各日とも定員 30 人。受講料
4,000 円（材料費込み）。
　「工作教室」のお問い合わせ・お
申し込みは、東京新聞事業局文化
事業部「東京国際和太鼓コンテス
ト事務局」（03-6910-2345）へ。
http://www.tokyo-np.co.jp/event/
taiko/

8 月 21日に「つくって演じる人形劇 2011
～簡単な人形作りから劇の演じ方まで～」

こどもの城児童厚生員等実技指導講習会 7月13日から受講生募集

ルギーの最新の考え方や現場での
対応などについて学びます。
　かつては “ 食あたり ” にふくま
れていた食物アレルギー ̶̶ 「食
物アレルギーの歴史と今後の展
望」について、村田光範こどもの
城小児保健部・小児科医師が講義。
除去食療法への現場での対応や、
誤食などによるアナフィラキシー

に対する危急時の対応など「食物
アレルギーの基礎知識と現場での
対応」について、大谷智子東京女
子医科大学東医療センター小児科
医師が分かりやすく解説。「Q&A」
の時間も設けてあります。
　対象は、保育所・保健センター・
児童館などで乳幼児にかかわる
人。受講料5,000円。定員は50人。
先着順で受け付けしています。
　お問い合わせ・お申し込みは、
小児保健部（03-3797-5667）へ。

「最新の医療から～食物アレルギーへの対応～」
（7月30日）

形スタジオで行われている幼児向
けプログラムのなかから、どこで
も手に入りやすい材料を使った造
形遊びのプログラムを紹介しま
す。ワークショップ形式で、実際
の制作をとおして、造形遊びを豊
かにするための造形アイデアのふ

くらませ方などを学びます。
　対象は、保育所・子育て支援セ
ンター・児童館などの子育て支援
プログラムを実施している施設の
保育士などの職員および関係者。
受講料7,000円。定員は50人で、
先着順で受け付けしています。
　お問い合わせ・お申し込みは、
保育研究開発部（03-3797-5669）
へ。

〔こどもの城〕
指導者向け研修会
参加者募集

「保育室で使える　あそびのメニュー
～楽しくあそべる造形アイデア～」（8月27日）

わくドキ  キャンペーン 用）1,500 円、わくわくパス（大人用）1,800 円。期間中 5
回利用するごとに、プール利用券 1枚をプレゼント。7月 9
日から発売します。回でも使えるお得な “優待パス ” ̶̶ ドキドキパス（こども

キャンペーン期間中（7
月 9日～ 8月 31 日）、何

　“自分の身を守る、人を助ける ”
ライフセービングを体験して、水
と安全について学びます。離岸流
などで水難事故の起きやすい場所
の説明のほか、身の回りにあるい
ろいろなものを使って浮いてみた
り、服を着たままの着衣泳もプー

水辺の安全を体験的に学ぶ̶̶

7月18日に「It's！　ライフセービング」
参加者
募集中

　太鼓の総合イベント「TAIKO  
JAPAN 2011」では、初心者から
経験者までを対象とした「和太鼓
カレッジ」（8月 26 ～ 28 日／青
山円形劇場）、コンサート「青山太
鼓見聞録　伝統の種子、その展開」
（26日／青山劇場）と「太鼓見聞

第 10 回
東京国際
和 太 鼓
コンテスト 8 月 27・28 日に青山劇場で本選

組太鼓 青少年 10組、一般 9組
大太鼓 10人が一次審査を通過

27・28 日に “ ミニ太鼓 ”
“ カスタネット ”を作る
ワークショップも

〔こどもの城〕の造

ルに入って実際に体験します。
　対象は、小学生以上（15mぐら
い泳げる人。参加者の親も可）30
人。時間は、13 時～ 15 時。参加
費は入館料のほかに1人 500 円。
電話または体育受付で先着順に受
け付けしています。協力は、日本
ライフセービング協会。
　お問い合わせ・お申し込みは、
体育事業部（03-3797-5660）へ。

草笛大好きの「わいわい草笛団」の 4人組が、6月 5日の「わいわいスタ
ジオ～草笛コンサート」で演奏を披露。子どもたちも草笛にチャレンジ！

など、お化け屋敷作りのポイント
を解説しました。
　「オバケやしきのつくり方～大
道具・小道具など、身近なものを

利用しよう！～」では、柴崎喜彦
さんはじめ、劇団プークの皆さん
が、講習会場にミニお化け屋敷を
作り、講義では伝わりづらいお化

長く舞台の演
出や製作を担
当し、児童館
などでもお化
け屋敷の計画
や制作にかか
わってきた、「オバケの気持ちを考える～日本の物の怪～」

（国立歴史民俗博物館の常光徹教授）

「オバケやしきを科学する～恐怖を感じるメカニズム～」
（日本科学未来館科学コミュニケーターの坂巻たみさん）

“ミニお化け屋敷 ”を体験する参加者

び）」「ポコ・ア・ポコ
土曜音楽倶楽部（音楽
遊び）」「クリエイティ
ブコーナー（造形遊
び）」「小学生ラボ（科
学遊び）」を集めたス
ペシャルプログラム
「集まれ！小学生」が
6 月 11・12 日 に 行
われました。

　平常期間の土曜日を中心に行っ
ている小学生以上向けのプログラ
ム「ビッグサタデー（スポーツ遊

スポーツ、音楽、
造形、科学遊びを
みんなで楽しむ

クリエイティブコーナー「竹カクカクロード」

ポコ・ア・ポコ土曜音楽倶楽部「ガムラン」

小学生ラボ「表面張力に挑戦！？アメンボの科学」

ビッグサタデー「バレーボール」


